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　40年前の夏、私は大阪府の豊中市に開成教育セミナーを開設しました。地域密着型の学習塾であることを

目指した私は、ほぼ毎日自宅から教室まで往来しながら地元の学校に通う小中学生のために学習指導に励みま

した。睡眠と食事の時間以外はすべて塾の仕事のために費やすというハードな日が続きました。それでも不思議

と疲れを覚えることがなかったのは私が若かったこともありますが、それほど生徒指導が楽しかったからなので

しょう。しかし、自主教材やテストの作成には本当に手間がかかりました。パソコンやプリンターもない時代でした

から、教材やテストの版下原稿はすべて手書きです。時には徹夜を覚悟して方眼紙に一文字ずつ清書して作

成したものです。

　40年経った今、塾や学校での教育事情も大きく様変わりしました。文字は書く時代から打つ時代に変わり、学校

教育にもタブレット教材が定着してきました。また、AIやインターネットを利用した多様な学習メソッドが次 と々現れ

てきています。さらには新型コロナ対策という事情もあってオンライン授業が一気に定着したことも挙げられます。

今や子どもたちは教室まで行かなくとも自宅で同じ授業を受けられる環境が整いました。

　そして、この40年間における最大の環境変化といえば少子化に尽きるでしょう。40年前の出生数は151.5万人

でしたが、昨年は81.2万人とほぼ半減しました。中3生数（15歳人口）は155.7万人から107.5万人と31％減少しました。

一方、4年制の大学数は455校から803校と1.75倍となり、この間4年制大学への進学率は25.3％から54.9％と

2倍以上に増えています。子どもの数が大幅に減り、大学の数はほぼ倍増したわけですからマクロ的視点では

大学全入の時代を迎えたといえそうです。志望校のランクにこだわることがなければ、必ずどこかの大学に現役

合格できるということになります。

　このような時代状況を迎えた今、これからの子どもたちは、社会人になってからの自分の進路を想定して大学

進学先を決めることが極めて重要になってきます。つまり大学を卒業すること自体に本質的な意味はなく、社会人と

なったときに自身の助けとなるような能力やスキルを在学中に獲得しておくことが不可欠となるからです。今年5月

に経済産業省が「未来人事ビジョン」というレポートを発表しました。そこには日本の学校教育の現状に対する危

機感が随所に現れています。そして、すでに日本社会はAI・ロボットとの共生を模索する時代に移りつつあると

いうのです。今の小中学生が社会に出る頃には、AIの進化により多くの職業が無くなっていることでしょう。です

からAIによって代替される心配のない職業分野で能力を発揮することが望まれます。この観点から私はプログ

ラミング教育と作文読解教育の可能性を極めて高く評価しています。問題解決能力と論述とコミュニケーション

能力を早期から磨いておくことは大学受験にも就職

後にも生きてくることでしょう。当塾でのプログラミング

講座を受講している子どもたちを見ていると、どの子ど

もも自分で工夫して作品を作ることに夢中になってい

ます。そしてこのような学びはこの子たちの将来に必ず

役立つだろうという実感を得ます。私は塾が受験合格

だけを専門的に請け負う時代はもう過ぎたと思います。

当塾グループは、子どもたちが社会に出てからこそ

真価を発揮する塾教育を目指したいと思います。

開成教育グループ
創立40周年記念 子育て支援メッセージ

創立40周年に寄せて
時代が求めるものは「好きなことに夢中になれる教育」

創立者　太田 明弘

ペンネーム／あずさ♪
大阪生まれ大阪育ち。開成教育グループ本社にて運営に従事。大好きなカバのYouTube を
見ることが癒し。趣味は料理。読書好きが高じて、執筆をはじめる。いつか『情熱大陸』に出
たいという夢を持つ。
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万事、見にゃわからん

　坂本龍馬記念館をあとにし、細い小道を歩くこと数分、

桂浜にある坂本龍馬像、その背中が見えてきました。風に

乗ってただよってくる海の香りが、真夏の日差しと相まっ

て、気分を高揚させます。像の正面まで回って見上げてみ

ました。眼差しは力強く、それでいてどこか柔和な感じも

します。幾人かの観光客が写真を撮っていました。私もと

思いカメラを向けますが、想像していたより大きくてなか

なか画角に収まり切りません。太平洋の荒波はまるで幕末

の動乱のように、飛沫を立てながら寄せては消えてを繰り

返し、すべてを飲み込んでいくのでした。

　なぜ龍馬はこんなに人々を魅了する存在なのでしょう

か。多くの龍馬ファンがいて、その一人ひとりが何かの

きっかけを持っているはずです。司馬遼太郎先生の小説か

もしれませんし、大河ドラマかもしれません。きっかけと

いうのはどこに転がっているかわからないものです。もち

ろん、小説やドラマと史実は異なります。史実は自分で調

べればいいのです。調べてみよう！と思う何かがあること

が大切です。また、龍馬を調べていくと実に多くの人物に

たどり着きます。手紙の宛先として多く登場する姉の乙女

をはじめ、龍馬を通じて多くの人たちの名前を知ることに

なります。実は歴史学は、「人」の研究なのです。人の息吹を

感じるからこそ、歴史研究は面白いのです。

　桂浜を歩きながら、約150年前のことを考えてみまし

た。歴史に「もしも…」は無いのですが、もしも龍馬が明治

の新しい時代を生き抜いていたら、何かが変わっていたの

でしょうか。もしも龍馬がいなければどうなっていたので

しょうか。それは決して龍馬だけの話ではありません。

高杉晋作、桂小五郎、西郷隆盛、みんな無くてはならない、

時代をつくる上で必要な存在なのです。それは今この文章

を読んでいるあなたも…

　龍馬への評価は、人によって異なるかもしれません。た

だ、ここに坂本龍馬という人物がいたという事実は、変わ

らないのです。

　世の中には知らないことがたくさんあります。たまたま

触れた何かが大きなインパクトになって、のちの自分の人

生に影響を及ぼすことだってあります。興味を抱くことは

とても大切なことです。なんでも思い切ってやってみるこ

とをおすすめします。知ることの楽しさは尽きることがあ

りません。「自分で現地へ行き、自分の目で確認する」が私

のモットーです。万事、見にゃわからんということです。

（完）

『龍馬』

〈前回までのあらすじ〉　
　坂本龍馬ファンとして絶対に行かなければならないと思っていた高知県。天候に行く手を遮られながらもなんとか辿り着き、ゆかり
の地を巡って想いを馳せる。幕末の動乱を駆け抜けた龍馬の足跡を辿る旅、いよいよ完結。
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社会科のツボ 新傾向の問題・資料編

2021年の衆議院選挙にて、小選挙区289議席についてその一部において選挙結果の無効を訴える
裁判が行われ、第二審判決時点では半数弱において違憲との判断が下された。右記はその根拠となる
データであるが、何が争点となっているかについて理由を明らかにした上で答えよ。

第 2回

Social studies

(例)アメリカを中心とした資本主義陣営とソ連を中心とした社会主義陣営の対立。前号の解答

　前回は、記述問題を例にいくつか紹介した新傾向の問題ですが、『思考力・判断力・表現力』といいつつも、やはり前提としてはある程度の社会科の知識が必要な
問題を基本として取り上げました。しかし、新傾向の問題の中には事前の知識がほとんどなくても解けてしまうようなものも少なくありません。今回は、そんな問題
の代表である資料問題について取り上げたいと思います。

　このように、新傾向の問題では与えられた条件を正しく読み取り、正しく数値と知識を取り扱う能力が重要になってきます。細かい知識を蓄えるだけではなく、
問題に向かうときに「この問題では何を問われているのか、何を答えればよいのか」や「設問文には何が書かれているのか」をしっかりと読み取り、設問ごとに正しく
答えることが大切です。

Q

以下の文章を読んで問に答えなさい。
　みかん。古代より親しまれた果物として古事記や日本書紀にその記述を見つ
けることができ、戦後の政策によって果樹が「選択的拡大」部門として位置付け
られて以降、西日本各地でみかん栽培が広がった。しかし70年代以降、資料に
みられるようにみかんの生産量が減少傾向を示し続けており、その理由につい
ても幾つか検討することができる。

以上の資料の内容から読み取れないものを以下の選択肢よりすべて選びなさい。

A ア（資料で生鮮果実が高価だということについて触れているものはありません。）
イ（輸入作物の消費が増えることと食文化の欧米化を示す証拠は資料から読み取ることはできません。)
ウ（農業従事者の平均年齢のグラフの値を計算すればわかりますが、高齢化は約２歳進行しています。）

この問題、極論になりますが社会の知識は一切必要ありません。グラフが何を表しているか表題を読み取ったり、与えられた選択肢を読み取る
国語力と、グラフにて提示されている数値を読み取り計算する計算力があれば、誰でも解ける"国語と算数の問題"です。

では、最後に次号までの宿題を一つ。

例題

ア．食の多様化が進んだことにより選択肢が多くなり、結果として価格が高く日持ちのしない生鮮果実が避けられる傾向となっている。
イ．輸入がほとんどを占めるバナナの消費数量の増加が見受けられるが、りんごやみかんなど多くの果物において消費が落ち込んでいることから、
　 日本の食生活・食文化の欧米化が進行していることが考えられる。
ウ．この10年で60歳以上の農業従事者が大きく減少しており農家の高齢化は改善しているが、農業に従事する人全体が減少しており、
　 みかんに限らず国内の農業が全体的に縮小していると予想される。
エ．日本における生鮮果実の消費が減少傾向にあることから、みかんだけではなく多くの果物の需要が低下している。

答えは次号で！

　「自由研究」の季節ではないのですが、理科実験大好き少年少女の皆さんにとっては
そんなことは関係ないですよね。かく言う筆者も小学生のときには、エジソンの伝記に
触発されて『理科実験の図鑑（白井俊明他２名共著・小学館刊）』を座右の書に、お年玉で
試験管やビーカーやアルコールランプを買ってきて、一年中いろいろな実験を繰り
返していたものです。

■空気砲とは
　今回あつかう空気砲は、残念ながらネコ型ロボットのひみつ道具ではありません。でも身近にある材料で実際にしかも手
軽に作って実験することが可能です。また小・中学生にはちょっと難しい原理が関係していて、色々と面白い実験を工夫する
こともできます。実際に自然科学観察コンクールの入賞作品のテーマに何回も選ばれています。まずは動画をご覧ください。

■空気砲の実験バリエーション
① 箱やペットボトルの大きさを変えてみる。
② 穴の形や大きさを変えてみる。
③ 箱に開ける穴の数や位置を変えてみる。
④ ゴム風船の弾き方を変えてみる。
⑤ 容積は同じままで、箱の形状（長細くする等）を変えてみる。
※条件を変えることで空気の威力や到達距離の違いなどを比べてみると面白いと思います。自分でも色々と考えてみてください！

■空気砲の原理 （理解できなくても大丈夫!）
　ダンボールの横の壁を叩くことで内部の空間が狭くなり、空気が穴から押し出されます。押し出された空気は、外に出る
と穴よりも少し大きく広がります。次に横の壁が元に戻ると、穴から出かけた空気の中心部分がそれによって吸い戻され
ます。それによって飛び出した空気が穴のあいたドーナツ状の形になって進むので、遠くまで進むことができるのです。
　空気が段ボール箱に開けた穴から勢い良く飛び出すと、飛び出した空気の中央部分の流れが最も大きい速度になり、周辺
部分は周りの空気との摩擦により減速します。そのため飛び出した空気と外部の空気との境界部分に、丸い渦状の流れを
作りながら直線的に進行するという現象が生じます。
これが空気砲によって円環体（ドーナツの形）の空気
の塊が飛び出す理由です。
　そしてこれには「ベルヌーイの定理」というものが
関係してきます。それは「空気や水などの流体は、速さ
が速いところほど、圧力が低くなる」という定理です。
空気の流れの中心部より外側の速度が遅いので、箱か
ら出た空気のかたまりは、常に内側向きの圧力を受け
ることになります。そのため飛び出した空気は、周囲
に拡散することなく進行し、穴と同じ大きさのまま、
思いのほか遠くまで伝わることができるのです。
ちょっと難しいけど、飛行機が空を飛ぶことができる
のも同じ原理です。興味があるひとは調べてみよう！

● 段ボール箱
● カッターナイフ
● 線香
● ペットボトル

● 布ガムテープ
● コンパス
● ライター
● ゴム風船

冬号はクリスマスシーズンに発行なので、パーティに花を添える化学物質の実験を予定しています。 
家族や友だちをビックリさせちゃおう!　題して「光るスライムを作ろう!」お楽しみに。

冬号の予告

必要な
もの

実験の動画は
こちらから!

公開期限
10月31日まで

空気砲の仕組みをイラストで解説

拡
大

断
面
を
拡
大

たたいた瞬間に押し出され
た空気は、手がはなれると
今度は吸い込まれます。

このふたつの作用で
ドーナツ状の空気の塊
ができます。

塊の内部で空気が
回転しています。

しく かいせつ

しゅんかん さよう ないぶ

かたまり

回転することでまわりにひろがりにくくなり、
遠くまで飛んでいくことができるのです！

開成理科実験教室 第2回

「空気砲」の実験 
く う  き  ほ う

ポンッ！
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